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宇宙の「 ごみ」をデプ リと言 う。

争宙に沢山のごみがあることを知っている人は少ない。人類が初の人工衛星をうち上

げて 45年。寿命が尽きた衛星や爆発 したロケットの破片など、宇宙空間をさまよう

「 宇宙のごみ スペ,ス デプリ」は増加の一途を辿 っている。スペース デプリは、余

り報道されないが、衛星やスペース シャトルなどに衝突 し、被害を出している。

最も多いデプリは上段ロケットや使用ずみ衛星の爆発によって生 した破片で、これま

で200回を越える爆発が報告されている。デプリは地球の重力と釣 り合 っているため、高

度 3万 6000km静 止軌道では毎秒3k冊 、高度2000km以下の軌道では毎秒7.5kmに なり微小な

デプリでも大きな破壊力をもう。

人工物とは別に自然現象として、宇宙塵・ 流星・ 損石・ 地球近傍小天体・ 小惑星・ 彗

星もその範時に入る。

02年現在の打ち上げられた各種衛星の数は6031個、旧ソ連3243個、アメリカ1906個 、日

本 123個 と世界第3位 に、中国・フランス・英国と続 く。

浮遊する人工物体は、アメリカでは総合宇宙司令部がレーダーと光学望遠鏡で番号を

カクログ化 し追跡監視をしているが、すでに1万 6000個 落下 したと言われている。

最近、月旅行が ビジネス化され、2100年頃には地球から月まで人工回廊が建設されると

いう。科学技術の快挙として、アメリカの「ディープインパクト」作戦による土星の衛星

にピンポイントで土石採取に成功 した衝撃的なニュースも耳目に新 しく、今や宇宙の利

用な しでは今後の文明社会は成 り立たないところまで来ている。しかし、あの噴出する衝

突時の粉塵は何処へ行 くのか、人類の字宙での生理的、生活廃棄物は完全回収できるのか、

いろいろと疑間が沸いて くる。

デプリ増大を防 ぐには

① 不用意にごみを捨てない。

② 危険物は残さない。 (残燃l・Iな どエネルギー源を枯渇させる)

③ 使わなくなったものは処分するか、安全な場所に保管する。 (ロ ケットの燃え殻

は早 く落下させ、静止軌道など墓場軌道に移す )

④ ごみや危険なものを責任国が発見する。 (デ プリの観測 )

⑤ 困った物を助ける救急車をつ くる (故障 した衛星を修理・ 回収するロボット衛星 )

このように、日常生活では当たり前の事を宇宙でも実行すること。怠れば2XXX年 のある

日、デプリのシャワーがある場所に大被害を起こすかも・・…。

環境問題とは脈絡のない話だが、この稿が読者の日に触れるころ、日本の競馬界に三冠

馬誕生のニュースが話題になっているかも知れない。その名は「デ″プインパク ト」。

Ⅲみ

非科学の名馬 よ、頑張れ。 次回は人口爆発と少子化について
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先月お話したジョウビタキは来ましたか?

縄張りが決まるまではしきりにヒッヒッカッカブ、

まるでゆうべ帰つてきましたよと挨拶 して

廻つているようでしたが、そろそろ落ち着

いた頃ですね。春になれば結婚するかもし

れない同士でも、食べ物を維持確保するた

めにはお互い容赦 しません。狭い縄張りで

は自動車のサイ ドミラーに写つたわが身で

す ら激 しく攻撃します。 我が家にも毎年

帰って来たジョウビタキを (何年かごとに

固体が入れ替わり)「お嬢」「ジョー君」と

呼んでいましたが、数年前、近くが住宅開発され一年前より縄張りが狭 くなってしまつた

ことがありました。我が家のマイカー・サイ ドミラーをはじめ近所の車、バイクが手当た

り次第糞公害に遭い、「暫く辛抱 してね」と事情を説明しに廻る姿は、まるで出来の悪い我

が子の不始末を謝まる母でした。 ほとんどが夜間渡るといわれ、船上から目撃 した人の

話では時速 30km程でゆつくり船を追い越 していき、海面から約 2mの高さの懸命な飛翔

であつたそうです。そんな姿を思いながら「お・か 。た 。り」 と云つてやつて下さい。ス

ズメ大で、左右の翼の中に大きな白斑があり別名を紋付鳥とも言います。人懐つこい円ら

な瞳で応えてくれるでしょう。(かプト1ま 鴨。おもいイム儀着J求 り) 小田 久美子

000
夕方畑に(家の近く)行つてましたら なんとツクツクポウシが鳴してお隣さんとびつくりしました。10月

14日ですよ。暑くて来年でるつもりが今でてきた?                齋藤

私の散歩道秋篠川沿しヽこフレチノウリが結実しています。(都跡小学校西側)   樋口

ルコウソウが満開です。白も混じつています。 (同上)              樋口

シヤクチリソバ今が満開 (10/20)長野さんに教わつた野草です。         樋口

大和川で13日マガモ初認.エクリプス状態でした。         勝田

16日 、17日 斑鳩神南の電線に100羽近くのコシアカツパメがいました。18日 46羽 20日 246

羽 21日 207羽最低気温 9度、22日 、23日はいませんでした。25日 66羽26日 50羽 勝田

★  10月 21日 我が家のジョー君 (ジヨウビタキ)が帰つてきました。
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忍辱山「森林整備・森林体験」の催し

阿 部 和 生

平成 17年 10月 19日  心配していた台風は、南の洋上を東へ去 り、素晴らしい秋の好天

を私たちに与えてくれました。CoOp広報誌 「あおがき、10月 号」に “森林体験会"募集の

記事を載せ、実質 10日 間ほどで 11名 の参加予定者がありました。この中から 8名 の方、

と森林管理局の方 2名 、スタッフ 7名 (川井、寺田、弓場、中畑、福谷、大寺、阿部)の
計 17名 で 「森林整備体験及びクラフ ト作り」を実施 しました。

昨年来「奈良・人と自然の会」で行つてきた社会貢献事業の一つ 忍辱山国有林 1.5h a
の森林整備活動も最終段階に入 り 森林には、林床に陽が射 し、明るさを取 り戻 していま

t。

活動の最後に、一般の方に参加 していただくイベン トを企画 したのです。作業は、直径

15～ 18cm、 長さ 12m～ 15mの ヒノキを、受け口を作 り追い口を切 り伐倒 します。さらに

玉きり、枝払いを済ませ林床に整理するものです。50年を越えるヒノキが地響きを立てて

倒れる様は一瞬,息 を呑みます。llL人 が大木を倒すとき「これから切らせていただきます」

と山の神様に手を合わせて作業を始める…と何かで読んだがその心や りに、 うなずけるも

のがあ ります。 AM10.30～ PM2.00の予定で したが参加者の皆 さんか らの要望もあ り

PN13.00に 延長 事故なく終了しました。

森林作業における労働災害の発生率は、全産業の中でも一番高い とい うこともあり「安

全に作業を !」 と注意を払い 作業場所の選定や整備、

森林内のゴミ拾い、そ して選木など事前の準備を進め

てきた皆様方の尽力の賜物です。

参加者の皆様からは、「次回は、いつされますか?

又参加 したい」 「女性で出来るか心配だつたが、

トテモ楽 しかった」などの嬉 しい感想を頂きまし

た。もちろん反省すべき点も数々ありますが、初

めての試みとしては、「企画してよかつた l」 とい

うところです。

10月 からは、新 しい活動地 (0.95ヘ クタール)

での作業が始まりました。なだらかな丘陵という

感 じで、湿地や小さな川もあります。

森林のフィトンチッドを浴び、心地よい汗を流し、あわせて肉体も、精神もリフレッシ

ュするという 健康志向の森林整備作業に 多くの会員の皆様の参加をお待ちしています。
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第5回近畿自然歩道「金剛山麗文化を巡る路」を訪ねて

/Jヽ 田 進ノヽ良F

まほろばの路シリーズ、第五弾に参加 しました。総勢 12名 、準備運動怠 りなく凪 五条駅

をスター ト、金剛山を南側から見上げながらひたすら北上します。切 り立った金岡1山の青

と山麗一帯に広がる稲の黄とヒガンバナの赤の取 り合わせが印象的で した。岡人神社で小

休止、薬師如来を本尊とする草谷寺の境内を借 りて昼食、午後からは御霊神社上社、御霊

神社人幡社、鳳凰寺を参拝しながら進む。途中、柿の本畑を横切って西佐味の集落に出た

後、終着地東佐味まで坂道を下ります。上り下りを繰り返した 5時間、距離の割 りには馬

力を要したコースでしたが、高台から見下ろす景色の美しさは格別で日本の秋を十分に堪

能することができました。

さて、この地域には分社によつて御霊神社が10社を数えると聞きました。御霊神社とい

うのは各地にあるように思いますが、そもそも誰を奉つているのでしょうか。額に掲げら

れていた御霊大明神とは何者だろう。菅原神社のように、怨霊をお奉 りすることで怨霊そ

のものがその土地を守護してくれるという考え方が背景にありそうですが、その怨霊とは

自然の災害だつたので しょうか。自然を神そのものとして自然に抱かれて生きていた古代

人の心かもしれません。そんなことを考えさせられた一日でした。

3出 .

第5回近畿自然歩道(全岡1山麓文化をめぐる道)実施報告
実施 日時 :平成 17年 9月 24日 (ゴ∋ 晴れ

参 カロ者:林、弓場び妻:京
)、 勝田(均・緑)、 宮沢、小田(進・久)、 吉村、福谷、豊島、

砂山、小山、山田(洋)、 川井、有本 16名

コ ー ス:」R五条駅一人幡官一草谷寺一御霊神社上社T御霊神社人幡社―

鳳鳳寺一西佐味二東佐味バス停

やはりそうでした。彼岸花の整然とした棚田が広がり、縄文時代から弥生時代へ、そして飛鳥時代
へ空想が無限に広がる絶景の眺望と金剛山の違つた角度の姿を見ることが出来ました。

4

有本倍美記



Ц

第 6回近畿自然歩道 。まほろばの路 葛 城 古 道 の 一一日

徳久 暁二

10月 22日 雨上が りの道をスター ト。頬をなでる風が冷たく気持ちよい。東佐味から

高鴨神社へとなだらかな登りが続く。道端に彩を添える野の花、木花がすがすがしい。早

速観察。名あて談義が始まる。何も知らないわが身が少 し寂 しい。

高鴨神社から高天彦神社を経て橋本院に。ここから金岡1・ 葛城山麓を巡る路となる。山

麓台地に広がる棚田が美 しい。左手に金岡1・ 葛城山、右手に飛鳥から畝傍・耳成、東吉野

の連山が望まれる。 しばしのレイン・シャワー雨に煙 り雲立つ山々は一幅の墨絵の世界の

ようであつた。雨もまた楽し。橋本院脇の東屋で昼食。雨のためか 10月 にしては風が冷

たい。レヽただいた泡盛、黒豆の枝豆、柿、お菓子が美味しく体が温まる。橋本院から住吉

神社、長柄神社を抜け一言主神社から九品寺を巡る。葛城古道のメイン。加え、地元で巨

木・古木保存のボランティア活動をされている甲斐野さんに巨木案内をしていただく。高

天彦神社の杉、橋本院のブナ、長柄のケヤキ、一言主神社の公孫樹・椋の本、他にもカヤ

の本等々。長柄のケヤキは春になると水を吸い上げる音を聞くことが出来るとのことであ

る。人里にこれだけの巨木が残つている場所は珍 しく、御所は数少ないその一つであると

の説明に納得する。巨木の迫力は凄いものである。本当に大きい。巨木巡 りの合間の銀杏・

カヤの実拾いも楽 しいひと時でした。

葛城古道の終点 (起点)に鎮座する六地蔵はすばらしい。他の大地蔵に比べるといたつ

てシンプルではあるが部びた風景にマッチし、私の好きな野仏の一つである。

山麓に広がる棚田と山間に点在する部びた神社と古本に囲まれる葛城古道は大和の原風

景なのではと感銘 しました。ビバ 。リアル・プロビンス !

10月 から入会 させていただきました徳久です。多少の雨はありましたが、楽しい一 日

をすごさせていただきました。これからもよろしくお願いします。

【行事報告】 葛城古道 を歩 く             担当 りII井 秀夫

同 時 :10月 22日 (土)雨時々小康 気温 17℃
コース :御所駅 9:45(バ ス)→東佐味→細井の名泉→高鴨神社→高天彦神社→橋院

(瞑想の庭昼食)→長柄の大欅→一言主神社→番水の時計→九品寺→六地蔵

(4:20)解 散 歩程 12キロ

参加者 :勝田 (均・緑)・ 小田 (進・久)・ 砂山・山田 (洋)・ 吉村・福谷・徳久・小山 。

家入 。西 。甲斐野・りll井 15名
(下見)有本・弓場 (厚・京)・ 林・豊島・川井 6名

断続的な雨の中、ロングコースを完歩.皆さんの健脚に驚嘆。要所、要所の寺社、巨木、

名水の遺跡。雨に煙るまほろばの景観。古代ロマンの雰囲気を満喫した一日でした。サポ

ーターの甲斐野氏はじめ皆様ご苦労様でした。
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